
1981年出上の木簡

五
点

・
箸

・
焦
な
ど
多
量
に
出
土
す
る
。
出
土
遺
物
は
一
般
の
集
落
跡
な
ど
と

は
異
な
っ
て
、
寺
院
跡
に
関
連
す
る
も
の
が
多
い
。
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木
簡
の
釈
文

・
内
容
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９
　
関
係
文
献

和
歌
山
県
教
育
委
員
会

『
野
田

・
藤
並
地
区
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
』
　

一
九
八

一
年

（渋
谷
高
秀
）

和
歌
山
・湯
川
神
社
境
内
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
和
歌
山
県
御
坊
市
湯
川
町
小
松
原
四
三
十

一

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
一
年

（昭
５６
）
七
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
御
坊
市
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
哭
　
一二
郎

・
久
只
　
健

５
　
連退
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
ｉ
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
標
高
六
ｍ
の
微
高
地
に
築
か
れ
た
館
跡
で
、
敷
地
の
周
囲
を
め

ぐ
る
幅
約
七
―

一
一
ｍ
の
堀
を
合
め
て
東
西
約

一
三
〇
ｍ
、
南
北

一
八
〇
ｍ
の

規
模
を
有
す
る
。
室
町
時
代

に
有
田

・
日
高

・
牟
婁
郡

一

帯
に
勢
力
を
有
し
、
天
正

一

三
年

盆

五
八
五
年
）
豊
臣
秀

吉
の
南
征
軍
に
よ
っ
て
滅
ぼ

さ
れ
た
豪
族
湯
川
氏
が
構
え

劾
　
た
館
で
あ
る
。
現
在
湯
川
神

鯛
　
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
館
の
南

東
隅
で
堀
跡
の
一
部
が
残
存



し
て
い
る
の
み
で
、
そ
の
大
部
分
は
学
校
校
庭
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
御
坊
商
工
高
等
学
校
の
校
舎
改
築
に
伴
い
館
の
南
西
隅
約
五
〇
〇
∬

の
範
囲
を
発
掘
調
査
し
、
館
を
め
ぐ
る
西

。
南
側
の
堀
跡
や
池
跡
敷
石
な
ど
を

検
出
し
た
。
ま
た
遺
物
と
し
て
瓦
、
土
師
器
小
皿
、
瓦
器
椀
、
中
国
製
青
磁

・

染
付
、
銅
銭
二
点
、
鉄
釘
二
点
、
根
来
塗
り
漆
器
椀
二
点

（台
底
に
「上
」
の
朱

字
有
）、
木
筒

一
点
、
箸
二
点
な
ど
が
出
土
し
た
。
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赴
ジ
中
ｏ‘

南
堀
内
か
ら
検
出
し
た
こ
の
木
筒
は
館
の
北
方
に
位
置
す
る
御
坊
市
湯
川
町

吉
田
の
地
よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
た
貢
納
物
に
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札
と
考
え
ら

れ
る
。

９
　
関
係
文
献

御
坊
市
遺
跡
調
査
会

　
『
湯
川
氏
館
跡
発
掘
調
査
現
地
説
勇
会
資
料
』

一
九
八
二
年

（久
貝
　
健
）

湯川神社境内遺跡 (湯
'II氏

館跡)遺構配置図




